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　　　　　　　風
　人は誰もただ一人旅に出て
　人は誰もふるさとを振り返る
　ちょっぴりさみしくて振り返っても
　そこにはただ風が吹いているだけ
　人は誰も人生につまずいて
人は誰も夢破れ振り返る
　　　　　作詞　北山　修
　　　　　作曲　端田典彦
　もう少しで古希となるが、私の人生は、ずぼらで、恥じ多き人生、語るに値するような過去もない。
ただ、両親から命を受け継いで、生れ堕ちた周りの多くの人に支えられ、この歳まで生きてきただけのような気がする。いや、生かされてきたと言うべきか。
私とは何んだろうと最近思う。
恐らく「私の命」なんぞと言うものはどこにもないのだろう。
ただただ、永劫の古から綿々として受け継がれてきた命という不可解なものが今ここに存在しているのかもとしか思えない。
　もし、私の心の中で、確かなものがあるとすれば、二人の息子を得て、命が引き継がれたとの確信である。
　人は、恐らくは命を引き継ぎ、命を引き継いでいくことのみの
存在であろう。全てが不思議である。不可解である。故に私は私の命が愛おしい。命の命ずるままに、精いっぱい、生きていきたいと思う。そして、恐らくはそう遠くない将来には死にいたるだろう。
　思いだすのは、もう随分前のことになるが、ＮＨＫが作家の水上勉さんにインタビューしたのをテレビで観た時のことである。
　水上さん、今後の抱負を問われ
「燃えるような恋をしたい」と答えた。水上さんの死亡が報じられたのは、それから、余り年月が立っていなかったと思う。
（永井　記）　
　
	第二十三回定期大会
日時　五月三〇日（金）
　総　会　一四時～
　勉強会　一四時四五分～
　懇親会　一六時～
　　（労働プラザレストラン）
場所　かながわ労働プラザ
　　　　　ＪＲ石川町下車
懇親会参加費　二千五百円
　総会を粗雑にやるつもりは毛頭ありませんが、議案書を事前にお送りいたしますので、極力短時間で終わらせたいと思います。乞　協力
　
　如何にいます父母
　つつがなしや友がき
　（小学唱歌　ふるさと）



	フクシマを忘れない
　さようなら原発三・一五集会



日　時　三月十五日（土）
一時十五分～　　　
場　所　日比谷公園野外音楽堂
参加者　五千五百人
　いちょう会から四人参加
　その他、再任用組合員でい
ちょう会会員が多数参加
大江健三郎さんのスピーチ
原子力規制委員会が鹿児島
の川内原発について、再稼働
を許すという決定をしたそう
ですが、この決定に安倍首相
が非常に力を得ているとのこ
とです。しかし、首相に再稼
働を決める権限があるわけで
はなく、そこの土地の人たち
が決めることです。
ところで、安倍首相は責任
という言葉が好きでよく使い
ますが、責任という言葉の使
い方が間違っているとは思い
ません。責任をとるという言
葉には二つの意味があり、安     
倍さんはその一つの意味にお
いて適合していると思います。
自分は何かやろうと思ってい
る計画がある、そしてそれに
重い役割を持っている、その
ために働かねばならない。し
かしそれが失敗した、うまく
いかなかったその時には責任
をとるということです。その
時には責任ある場所から去る、
辞めるということです。私は、
恐らく来年の九月には、安倍
さんは責任をとって辞めるだ
ろうと思っています。
　もう一つの責任をとるとい
うことは、成功するというと
ではなく、困難なことですが、
責任をとらなければ次の世代
の子供たちに申し訳が立たな
いという意味です。
私は八十に近い年ですが、
　私の願いが成功するかどうか
分かりませんが、運動を続け
人生を全うしたいと思ってい
ます。
（聞き取れなかったりして、
不完全なメモです　永井）
	第二十三回
神奈川シニア集会



日　時　三月二十日(木)
　　　　　午後一時三十分～
会　場　横浜・ワークピア横浜
主　催　神奈川シニア連合、連合神奈川、神奈川県労福協
出席者　三一二人(含来賓)
第一部　講演
「高齢者の認知症について
～正しい理解と予防を目指して」
　　講師　東京都健康長寿医療センター研究員　鈴木寛幸氏
第二部　　神奈川シニア集会
　集会の概要を報告することが困難なため、別紙に集会アピールを紹介します。
メインスローガン
　　あらゆる世代が手を結び安心・信頼の社会保障制度を確立しよう！
	お詫び
　会員のＩさんから、
「銀杏」の原稿を「ニュース九十四号の募集に応じてメールで送ったが、「銀杏」十二号に掲載されていなかったのはどうゆうことかとの抗議の連絡がありました。
　調べてみたところ、ニュース九十四号に掲載した原稿募集のメールアドレスが誤っていました。
　お詫びし、このニュースを送る便に「追補」という形で皆様にお送りすることで了解を頂きました。
改めて、事務局のミスでご迷惑をかけたことをお詫び申し上げます。
なお、Ｉさんの他にも同様の方がいらっしゃいましたら、お申し出ください。


	横交退職者会・川交退職者会と自治労県本部退職者会が統合


私たち県退職者いちょう会の上部団体である「自治労神奈川県本部退職者会」は、四月十七日(木)に幹事会を開催し、昨年十二月の定期総会で示された横浜交通退職者会、川崎交通退職者会の統合について討議し、統合を決定しました。
　これは、昨年の自治労本部定期大会で決定した都市交通労働組合との統合に伴い、退職者会も統
合するとの自治退の方針に沿い、
県本部レベルにおいても協議を重ねてきたものです。
横浜交通退職者会の会員数は五百名余、川崎交通退職者会の会員数は二百名余で、統合により、県本部退職者会の役員には、副会長に園山横浜交通退職者会長が就任することになりました。
　なお、幹事会終了後、レセプションを開催し、新自治労県本部退職者会の船出を皆で祝いました
	春爛漫の
深川江戸散歩
　　　　三月三十一日


　恒例のいちょう会東京散策。今年は東京・深川の都立清澄庭園近辺。前日の雨と風が嘘のように温かく快晴、絶好のお花見天気でした。
　横浜から京浜急行、地下鉄と乗り継ぎ、「清澄庭園」へ。
かつて富豪・紀伊国屋文左衛門の屋敷であり、岩崎弥太郎の別邸でもあった池と名石の庭を感慨をもってそぞろ歩く。桜は満開。すっぽん（亀？）が池の石の上で日向ぼっこ。
　気分がゆったりした後は、もちろん、地元名物・あさりのたっぷ
り載った「深川丼」をいただく。　
　午後は、「区立深川江戸資料館」で江戸情緒を楽しみ、霊厳寺に参詣し、横浜に帰着。有志による平成の酒盛りと相成りました。
　　　　　　　　　参加衆九名
　　敷島の大和心を人問わば、
朝日に匂う山桜花
　　本居　宣長　　
（澤木　記）
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	いちょう会
第二六回ゴルフ大会
第二十六回ゴルフ大会は、八重桜がまだ咲いている四月十六日、大秦野カントリークラブで開催され、九名が参加しました。ベストコンデションに恵まれで、好スコアの続出、楽しい一日となりました。
優　　勝　長部　正司
準優勝　岡田　光正
第三位　愛甲幸太郎
ドラコン　長部・岡田
ニアピン　中村・長部・旭沢
ベスグロ　岡田（八十八）
　次回は十月二一日（火）の開催予定。
　乞　多数参加
（岡田　記）


	春のお花見
ハイキング
　　　　　四月十五日


目的地・最明寺史跡公園で誰かが「極楽だな」とつぶやく。それに応えて、別の参加者が、「山の上だから天国だべえ」。
　松田駅から歩き始めた一行は、最初は、賑やかに、楽しそうに歩くも、最明寺公園登り口からは、次第に道は険しく、一行は寡黙となり、苦行の連続。しかし、坂道の脇には、シャガが高雅に、スミレが可憐に、ヤマブキが悲しげに（道灌）咲き、この苦行も捨てたものではないとの想いも。
　もう山登りは限界との想いが頭をかすめた時、先頭を歩くメンバーから公園だとの叫び声が。急に元気が出てきて、急ぐこと五分
余りで公園に到着。
	訂　正　
いちょう会ニュース九五号に掲載の介護保険自己負担割合の引き上げについて、本年八月とあるのはあやまりで、正しくは、来年八月から引き上げられる予定です。
大変失礼をいたしました。


　一同、綺麗だ、見事だの声を上げ、暫くは沈黙して花の風景に見とれる。風もないのにひらひら舞いおちる花はソメイヨシノ。池に
	地引網は中止
今年は、横浜・海の公園
日　　時　　五月三十一日（土）
　　　　　　　十一時～
場　　所　　横浜海の公園
　　　　　　　シーサイドライン「海の公園駅」南口　徒歩五分（駅に案内）
　お楽しみ　 潮干狩り・バーベキュー
参加費　　一家族　二０００円
　　　　　　　単　身　一０００円
　昨年までの地引網同様、お孫さんと、あるいはご夫婦で多数
参加下さい。
参加申込
　　電話で、ファックスで申込下さい。
☎
〇四五―二〇一―二九六一
ＦＡＸ
　〇四五―二〇一―三二五三


向かって垂下がり、優雅に咲くのは紅枝垂れ桜、周囲で今と盛りに咲くのは大島桜、菊桃。目にも鮮やかな黄色はレンギョウ。
　持参の思い思いの弁当を食しているときに吹いた微風で、ソメイヨシノの花吹雪に一同歓声。
	いちょう会
ホームページを開設中
　検索は
　「県退職者いちょう会」


　一時間ほどして帰路に就いたが、二月下旬には花見客でごった返したであろう河津桜の名所を通り、松田ハーブ園で小休憩。その後は一挙に下山し松田駅前に到着し、一同解散。参加者八名
（永井　記）　
　
	訃　報
御冥福をお祈りいたし
ます
本多　君美　様
　平成二十五年
十二月十一日逝去


　
[image: image2.jpg]



